
　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　

名古屋市美術館参与　石黒　鏘二
　緑の中の美術館。世界的建築家として名高
い黒川紀章氏設計による白亜の殿堂。彼自身
が最も愛した建築の一つとして、実に細やか
に隅々まで行き届いた空間。この市民に愛さ
れる美術館として開設された名古屋市美術館
が、もう開館20周年を迎えるという。
　人間形成でいうと、二十歳の成人式という
ことになる。そこにはいろいろな感慨が存在
するのは事実であろう。雨あり風ありで、決
して平坦な道のりだけではなかったはずだ。
まずこれを支え、日々を築いてきた現場の、
持ち場持ち場の一人ひとりに、さらにはそれ
を近くから遠くから暖かく声援していただい

たご関係者のみなさんに、そして何より市民
のお一人ひとりに感謝したい。
　しかし、問題はこれからである。与えられ
た課題の一つひとつに真正面から向き合わね
ばならないだろう。これまでは、人間の成長
過程で言えば、「感覚」や「感性」いっぱいのヤ
ング期として、まっしぐらに「反省は停滞な
り」の日々で居られた。いよいよミドル期と
して、それなりに「知」を知り、「言葉」を覚え、
そして「精神」とか「心」の問題も課せられる

「全体性への配慮」を問われる季節となるの
だ。
　市民美術館として、どう在るべきか。「質」
とは何か。その答えの一つひとつを具体的に
引き出すために、持ち場持ち場の一人ひとり
が、真正面から向き合わねばならない。入れ
ばいいというものではない。しかし入らなく
てもいいという時代は、とうの昔に終わって
いる。「反省は停滞なり」から、背負う「全体
性への配慮」という課題を前に自戒する。

黒川紀章建築都市設計事務所元所員
茂木　愛子

　名古屋市美術館の建設地が白川公園に決る
まで幾つかの候補地が上げられて、今とは異
なる美術館となる可能性もありました。美術
館完成により、白川公園は科学館等と合せて
名古屋市の文化的中心となっています。
　緑豊かな環境条件、立地の法的条件等から立
体・平面・配置などが計画されて、この美術館
はあるべき姿として生み出された様に思いま
す。基本計画時に黒川先生から発せられてい
たものは、其れまでの設計時とは異なり、かた
ちになる前の言葉が生まれているようでした。

例えば“記号論と建築について”“写しとは”等
などでした。私などは話を伺いながら、どう形
にするのか試行錯誤を繰り返しておりました。
溢れるような言葉とスケッチの一端から美術
館の原型が造られ、サンクンガーデンとそれ
に続く吹抜空間や、波打つカーテンウォール
等詳細なディテールを積み重ねて、コンセプ
トである主軸と副軸を表現し、機能的な展示
空間であることを目指して設計を進めました。
　建設中にも毎週黒川先生と綿密な打合せを
行い、例えば壁の白色についても５,６種類の
サンプルを繰り返し作成し決定に到りました。
　美術館は名古屋市の事業としても注目され
ており、市建築課担当の方々、JVの方々現場
の中は絶対良いものを造るという意気込みに
満ちていました。こちらも刺激されて質の高
い建築の完成を皆様と共に目指しました。そ
れはいつも緊張感があり、整理整頓されて安
全性にも気を配り活気ある現場であった事に

表れていました。
　私は仕上げの始まる前の躯体を観る事が好
きですが、当美術館では雪の降りしきる中で
の躯体を観て建築の確かな骨格を感得したこ
とを思い出します。
　この仕事において黒川先生との思い出は数
多くあります。こちらの美術館は著名なデザ
イナーの家具が置かれていますが、その中に
黒川デザインの家具を使っていただいていま
す。幾つかの家具は設置時に当初の色が空間
のイメージと違うと云われ、何度か塗り重ね
たものです。そんな時黒川先生の空間や色に
対するこだわりや思いを感じ取ることが出来
ました。職員の方が移られ開館準備がスター
トした頃、黒川先生が最終チェックに美術館
を訪れました。アプローチ広場からアプロー
チグリットを通り、美術館の内外部を一周り
されて、空間を確認し、様々なディテールに
納得された様子がみられました。

　美術館の中心となる３層吹抜空間や広場に
彫刻が次々と設置されて、建設当初のガラン
としたものから美術館としての性格がかたち
づくられて、様々な人々があちらこちらに佇み
動くことで空間が生まれ変わり、皆様の共感
戴き、愛されるものとなる事を願っています。

名古屋市美術館開館20周年によせて
　名古屋市美術館は、今年、開館20周年を迎えました。市民の皆様をはじめ多くの方々に助けられながら歩んで来た20年間でしたが、その間、様々なことが
ありました。今回のアートペーパーでは、この20年間名古屋市美術館と深く関わってこられた方々に文章をおよせいただきました。また、美術館の中にあっ
て運営に携わってきたメンバーが、20周年に際して思うことなどを綴っています。どうぞ楽しんでお読みください。

名古屋市美術館館長　渡辺　豊彦
　1988年４月22日に特別展「20世紀絵画の展
開」でオープンして以来、早いもので名古屋市
美術館も20周年を迎えることになりました。
国際文化都市を目指す名古屋市が、文化の香
り高いまちづくりを実現するために建設した
この美術館は、市民の皆様方から寄せられた
熱い期待を背負って出発いたしました。周知
のように当時は日本の経済も急成長を遂げて
いる時期であり、列島全体が興奮の渦に包ま
れているような雰囲気がございました。とり
わけ美術の分野に対する一般の関心は高く、
海外のオークションで日本人が高額の絵画を
次々と競り落としたり、当館をはじめ新しい
美術館が全国各地に相次いでオープンし、
様々な美術記事がマスコミ等を賑わしたのも
ちょうどこの頃のことでした。そのような熱
気に包まれて出発した当館は、知名度の高い
特別展を数多く開催したこともあって、開館
から１年を待たずして100万人を超える大勢
の来館者の方々をお迎えするという、これ以
上はないスタートを切ることができました。
また昨年惜しくも他界されました黒川紀章さ
んの設計による斬新な建築デザインは、それ
自体が美術品として多くの市民の方に愛さ
れ、今日にいたっております。
　美術館の活動の中核にあるのは、なんと
いってもコレクションです。地道な調査研究
を背景に、優れた美術品を数多く収蔵し展示
するというのが、美術館の最大の使命といえ
ますが、構想段階では全くコレクションを
持っていなかった当館の場合、その充実には

多大な労力と時間を必要としました。しかし、
開館前の準備段階から数えて20有余年、当館
は現在では4000点を超える充実したコレク
ションを誇っています。エコール・ド・パリ、
メキシコ・ルネサンス、現代美術、郷土美術
の４本の柱に沿って収集されたこれらの作品
は、その質の高さと幅の広さで高い評価をい
ただいており、市民の皆様方にお楽しみいた
だくだけでなく、海外を含む数多くの展覧会
への出品が相次いでおります。また、これら
のコレクションを生かして展開される教育・
普及活動については、当館は全国に先駆ける
形で様々な企画を実現しており、手前味噌で
はございますが、他館の目標となるような実
績を積み上げてきたものと考えております。
　このように開館以来、充実した20年間を経
験してまいりました名古屋市美術館でござい
ますが、日本という国の状況が20年前とは異
なるように、美術館を取り巻く状況も20年前
とは大きく変わってきております。厳しい財
政状況、趣味の多様化など、美術館をめぐる
状況は近年その厳しさを増しており、開館当
初のような熱気が薄れつつあるというのが実
際のところです。しかし、このような時こそ
美術館の真価が問われるものと考えます。市
民の皆様方の生活の中にしっかりと根付き、
親しみを感じて足を運んでいただける憩いの
場となるよう、これまで以上に努力を積み重
ねていきたいと考えております。20年という
歳月は、人間でいえばようやく成人を迎え、
これから様々な成果を生み出すために始動す
る時期に当たります。名古屋市美術館もこれ
までの活動を糧としながら、新たなる一歩を
踏み出したいと思います。どうぞ市民の皆様
方もこれまで以上のご支援とご鞭撻を美術館
に寄せていただきますようお願い申しあげま
す。20年間本当にありがとうございました。

開館20周年を迎えて

名古屋ボストン美術館館長　馬場　駿吉
　開館二十周年、心からお祝い申し上げます。
　名古屋市美術館に参与というポジションを
いただき三年間を過ごしましたのは平成十年
十月から十三年九月まで。すでに懐しさを感
じさせられるほどの年月が流れました。
　永年勤めた大学医学部教授の職を定年で辞
し、以後は高校生の頃から夢みていた文筆の

世界に第二の人生の多くをゆだねたい、と考
え、医療現場からのお誘いに耳を傾けず、漫
然と半年ほどを過ごしておりました。そこへ
いただいたのが前述の美術館参与という仕
事。役割はとくに学芸部と管理・事務部門と
の中間に立って、館内の意思の疎通をスムー
ズにすると同時に、ボランティアの方々とも
交流し美術館内外の風通しをよくすることに
努力されたし、とのことでした。名古屋市美
術館はことに現代美術に強い関心を示してい
ることに人一倍親しみを感じていましただけ
に、この要請は即座に喜んでお受けしました。
私は戦災前、現在の市美術館のやや北側に

「反省は停滞なり」から
「全体性への配慮」へ

名古屋市美術館建設に
まつわる黒川先生の思い出

参与在任の頃

あった白川小学校（戦中は国民学校と呼称）に
一年生から五年生まで通学。その思い出の地
に五十五年ぶりに通うことになった不思議さ
も身にしみました。
　美術館に勤務し、その活動を内側から見ま
すと、企画展、常設展の長期および短期計画、
図録の作成、美術館の方向性にかなった収集
方針の検討と調査・研究、一般向け講演会の
開催、ギャラリー・トーク、教育普及活動、
ボランティアの方々の勉強会支援、など限ら
れた予算と時間内での学芸員の仕事はめまぐ
るしく多忙。少しでもその仕事を分担したり、
お手伝い出来ることがあれば、と講演、ボラ
ンティアの方々へのレクチャーや質疑応答、
展覧会広報活動、美術関係者との応対などに

も出来るだけかかわるよう努力
しました。昼食は可能な限り事
務部門の方々とご一緒しながら
仕事上の問題点を話し合った
り、時にはパソコンの性能など
について教えてもらったことも
懐かしい思い出です。こうして
三年間はまたたく間に過ぎまし
た。
　市美術館を退いてからも当

「アート・ペーパー」連載コラム
の執筆を長く続けさせていただ
いたこと、私のささやかな現代
美術コレクションによる「至近
距離の星たち」展を開催してい

ただいたことなど絆が細ることはありません
でした。コレクション展に出品した主要作品
はそのまま今も寄託させていただいていて、
少しでも常設展のお役に立っている様子を見
ると嬉しくなります。
　名古屋市美術館の歴史の一端に歩調を合わ
させていただいた経験は、現在の名古屋ボス
トン美術館館長や豊田市美術館運営協議会会
長の職務にも大いに役立っています。これか
らは美術館同士の連繋も一層深め、相乗的に
美術愛好者をふやす努力を続けることが必要
になって来ます。それと共に地元の有望な作
家たちに勇気を与えるような企画も考えなく
てはなりません。さらなるご発展とご指導を
おねがいして筆を置かせていただきます。

「至近距離の星たち」展　会場風景

名古屋市美術館外観



マン・レイ・イスト　石原　輝雄
　名古屋市美術館が開館されて20周年を迎え
たとお聞きした。開館展から拝見させて頂い
た美術ファンの一人として、共に歩んできた
ような喜びを覚える。おめでとう御座います。
美術館の魅力は常設展示と独自企画にあると
思う。ダダ・シュルレアリスムを核とした美
術思潮に感心を寄せるわたしは、学芸員の問
題意識に始まり、地道な研究活動によって裏
打ちされ、見事に開花した幾つかの展覧会を
思い出す。「日本のシュールレアリスム」や「異
郷のモダニズム」などは、若い研究者が実見
の機会を持てなかった事を嘆き、カタログの
記載から会場を想像し、次の時代へのアプ

ローチを組み立てる出発点となっている。展
示は名古屋だけで開かれ、観たければ「名古
屋にいらっしゃい」と云う姿勢はあっぱれで
好感を持った。手許に保管するカタログやポ
スターを見直すたびに、拝見できた幸せを感
じている。有難う。
　写真家として知られ、オブジェや映画でも
注目されるマン・レイの展覧会が、20年の間
に美術館で二度開催されている。わたしは熱
心なマン・レイのファンで、作品や資料を収
集している。もちろん、全国の展覧会へ出掛け
る。1991年５月、600点あまりを展示する大回
顧展が名古屋に巡回された。「カフェ・マン・
レイ」を使ったポスターを街で知った時には、
期待が膨らんだ。玩具のシャベルがドア・ノッ
カーになっている作品の図版だが、「トント
ン」と来意を告げて会場に入ってみたい誘惑
に満ちていた。企画展示室の最初の壁面にオ
リジナルを観た時、マン・レイの遊び心が通

じているのだと嬉しかった。こうした、美術
館との交流から名物企画である「クリスマス・
ショウ」で、わたしのコレクションを発表す
ることになり、1996年12月、「我が愛しのマ
ン・レイ」展を常設展示室３で開催していた
だいた。個人の収集品が公立美術館の展示室
に置かれたのは快挙であるように思う。先見
的な関係者の英断に心より深く感謝している。
　美術館を訪問する度に拝見する常設展示
品。観る者の内面が反映するのか、印象は都
度変化する。素晴らしい作品は人生の基準原
器となって心を照らす。ミュージアム・ピー
スと比較するのは不謹慎だが、マン・レイ作
品を自室に飾りながら、季節の移り変わりと
共に眺めていると、彼の生きていた時代を共
有することになる。弊宅の扉を「トントン」と
叩いてくれたなら、最近、手に入れた小さな
油彩を抱えて美術館へ走ろう。美術品は個人
の為ではなく万人に開かれねばならない。

俳優　イッセー尾形

　たまたまふらっと入った美術館から、仕事
を頼まれるという御縁ができるって、やっぱ
りアートの力はすごいですね。
　名古屋公演が始まってずいぶん経ちます
が、今では年に二回新作ネタを持って行きま
す。僕の出不精ネタが全国に先がけて日の目
を見た最初が、名古屋。
　開演のずい分と前から固唾を呑むように静
まり返った客席。舞台の袖の暗がりで「名古
屋の人は笑ってくれるんだろうか」とドキド
キしていた事を今でもハッキリ覚えていま
す。その公演はとっても上手く行って、全国

公演や海外にまで場を広げるキッカケとなっ
た、大感謝公演そのもの。
　大きな公園の中にある名古屋市美術館は入
る前から街の喧騒を忘れさせてくれます。そ
して中に入り地下に下りると、大きなポップ
アートの街が、無音の喧騒をぎっしりと詰め
込んで出迎えてくれるという趣向。
　ステラのカラフルな作品や藤田嗣治の自画
像やシャガールもあったりしますが、僕はな
んといってもモディリアーニの「おさげ髪の
少女」です。
　この人の人物画には目ん玉がよく描かれて
いて、キチンと正面を見つめています。こっ
ちが見つめられる側にもなる戸惑い。モディ
リアーニには貧困、結核、深酒を支え続けた
妻がいて、幼い少女を残して夫の後を追い、
身を投げている。
　絵画の少女が僕に話しかけてくる。「どう
ですか今回の公演は？」と。モディリアーニ
も問いかけられたにちがいない。僕は「精一
杯やっていますよ」と答えます。すると「私は
子供ですけど、目を見れば分かるんです」と
も言う。モディリアーニは何と答えたのだろ
う。そこでしばし睨めっこ。もちろん僕の方
から目を外して、また半年後に会いましょう
と歩きだす。
　こんな風に、モディリアーニの絵の前での
奇妙なミニ「行事」をするのが名古屋。
　企画展ももちろん楽しみですが、いつ行っ
ても必ずそこに居てくれる常設の作品達と顔
なじみになること。そんな喜びを教えてくれ
たのもこの名古屋市美術館です。
　旅公演の昼間、美術館に足を運ぶようにな
りましたが、県立と市立がどこにでもあるよ
うですね。僕の思い込みに過ぎないかもしれ
ませんが、市立には県立にはない独特のこだ
わりがあるようで、ひきつけられます。

「マン・レイ」展　ポスター

現代美術家　森北　伸
　白川公園といえば名古屋生まれ名古屋育ち
の僕にとって、小さな頃からの遊び場だった。
よく自転車に乗って野球や鬼ごっこをした
り、夏にはセミ採りをしたり、また大好きな
科学館にはプラネタリウムと本館見学の両方
を見ることがとても贅沢だと感じながら少な
い小遣いの中からお金を出して何回も通っ
た。
　そんな思い出のある白川公園に名古屋市美
術館が開館したのは、ちょうど僕が美術大学
に入学した年であり、当時とてもモダンな建
築と相まって色々な作品が僕にはとても刺激
的だった。マチスやモディリアーニの絵画と
にらめっこしたり、アバカノヴィッチやボロ
フスキーやゴームリーなどの彫刻の周りをウ
ロウロしながら、作品と問答をした。美術作
家を志していた僕にとって作品を見るという
ことは勉強する行為に等しく、見終わった時
はどっと疲れたものだが、帰りには公園のベ
ンチで缶ジュース飲みながら物思いにふける
ひと時がとても癒され好きだった。
　勉強といえば一回目のポジション展ではあ

る作家の搬入の手伝いをしたり、赤瀬川原平
さんの展覧会に合わせて再制作したことな
ど、生の作家に触れる貴重な体験が出来たし、
美術館に通い、裏方ながら関係者みたいに振
舞えることがなにやら嬉しかったことを覚え
てる。その後、僕にとって一番の大事件は三
回目のポジション展の出展作家に選ばれたこ
とであり、若かった僕にとって作家を続けて
いく大きな勇気をもらった。また大きな空間
での展示や不特定多数のお客さんの反応、初
めてのトークショー、もっと言えば公的機関
で発表する意義、それらの不安とプレッ
シャーは今までに感じたことのないもので、
純粋に作品を作ることと別に、状況や状況の
関係を直接感じ考えるいい機会にもなった。
今にして思えば、同じ年に美術の道端に生ま
れ歩みを始めた僕と名古屋市美術館だけど、
大げさに言えば育て後方支援してくれた母親
のような存在が名古屋市美術館なのかもしれ
ない。
　個人の事を言えば、僕が作品を作ってきた
20年間はあっという間であり、凡人の僕とし
てはやっと作家としてスタート地点に着いた
なあと考えている。それでも周りの環境に恵
まれ作家活動を続けられたことは、とても誇
れることで、まだ見ぬ先の世界への肥やしと
して大切な時間だった。続けることが難しい
……色んな人から散々聞かされたが僕はまだ
スタート地点なので前に進むしかないし、苦

楽共々これからのことを楽しんでいきたい。
その楽しみのひとつとして爺ちゃんになった
時に勉強ではなく楽しみとして名古屋市美術
館に行き、たくさんのすばらしい作品を堪能

し、帰りには公園のベンチで缶ジュース飲み
ながら物思いにふけり、青々と広がる木々や
遊具で遊ぶ元気な子供たちを見ることが出来
るようにと思っています。

マン・レイへのドア・ノッカー

女優　真野　響子

　昨年、暮、名古屋のＮＨＫから刑事ドラマ
の出演依頼を受けたとき、承諾した中に一つ
不純な動機がありました。それは、二ヶ月程
東京から通う間に、名古屋市民になったよう
に、数度は名古屋市美術館に行けるのではな
いかと思ったということです。
　初めのうちはスケジュールがうまく行って
兵庫県美と同時開催されていた「河口龍夫展」
にふらっと伺うと、そこで先生が子供の為の
ワークショップをなさっていて、運良く興味

深い話を沢山伺うことができました。又、ク
リスマスの日もリハーサルがあったのです
が、終わってすっ飛んでゆくと、同展の最終
日だったのです。これ以降はそうは問屋がお
ろさず。同じ市中にいながら覗くこともでき
ないジレンマを感じましたが、再びご縁がで
きて、「モディリアーニ展」では、作品解説や
対談にも参加でき、美術の神様はちゃんと
解っていて下さっていらしたとつくづく感謝
しております。
　我ながら陳腐な表現で、いささか気後れす
るのですが、この美術館は「森の中の泉」のよ
うな美術館だと思っています。湧く水はいつ
もこんこんと尽きることなく新しく、これを
嗅ぎ付けて、アーティストのみならず、様々
な人を引き付けます。それはもちろん、立地
条件の良さもあるのですが、質のいい、いつ
も世界中から引っ張りだこのコレクション
や、時代を先読みした企画展や、職員の皆様
がかもしだすアットホームな雰囲気のなせる
技だと思います。
　こんなことを書きながら、肝心な名古屋市
民の皆様は、この美術館の価値を本当にわ
かってるのかしらという疑問がふと頭を過

（よ）ぎりました。皆さん、もったいないです
よ。もっと大切にしなきゃ。まあこれは、他
市民のただのやっかみだと思って下さっても
結構ですが。
　最後に私にとって思い出深い作品を三つ。
モディリアーニ「おさげ髪の少女」、ルフィー
ノ・タマヨ「苦悶する人」、そしてアンゼルム・
キーファーの「シベリアの王女」どれも、出演
した番組の中で取り上げた画家で、其の前に
立つと懐かしさが込み上げてきます。
　これからも、湧きつづける泉であって下さ
い。

私の名古屋市美術館常設展で会いましょう

名古屋市美術館と
僕の20年間

「現代美術のポジション2003」展  会場風景

ロビーのウールワース・ビルディングに興味津々



愛知教育大学教授　藤江　充
　名古屋市美術館が開館した1988年頃には、
まだ、「美術館教育」という言葉は知られてい
ませんでした。関東では、1990年に女性研究
者を中心とした「美術館教育研究会」が発足
し、1992年には、東京と横浜で欧米からのゲ
ストを招いての美術館教育シンポジウムが開
かれ、美術館教育専門のジャーナルも同年に
刊行されました。
　その1992年に名古屋で、私も呼びかけ人で
あった「アミューズ・ヴィジョン研究会」が発
足しました。この研究会は、美術館教育に関
する定期的な情報交換の場として教員と学芸
員とに開かれたものとしては全国に先がけた
ものでした。事務局は、呼びかけ人であった
伊藤優子さんが属する名古屋市美術館内に置
かれていました。会には関東や九州からも参
加があり、近隣の美術館を巻き込んで活動が
広がっていきました。なかでも、名古屋市美
術館の「夏休み子ども美術館」の実験的なセル
フガイドや視覚障害者のための触って見る展
覧会などが全国的に注目されてきました。

　特に、子どものための企画では、教員養成
系、美術系などの多数の学生ボランティアの
参加があり、学生たちも、子どもやアーティ
ストとの交流体験を通して、美術や教育につ
いて学ぶことができました。また、美術館の
所蔵作品をハガキサイズのカードにした鑑賞
教材「アートカード」を作成し市内の学校へ貸
与することも、今では他の美術館でも行なわ
れていますが、最初は名古屋市美術館でした。
　美術館には、作品の収集、調査研究、保存、
展示等の多様な業務があり、教育・普及はそ
れらのうちの一つです。ただ、美術館での調
査研究や展示内容と教育活動とは切り離して
考えることはできません。また、美術館教育
も子どもだけを対象とするものではありませ
ん。名古屋市美術館では、調査研究成果を活
かした「コレクション解析学」講座やボラン
ティアによる成人向けのギャラリートークな
ど各業務の成果を活かした「二十歳」にふさわ
しい若さと行動力にあふれた事業が展開され
てきました。
　今後は、今までの実績を踏まえて、所蔵作
品を活用した長期的なプログラムによる教育
活動、市民が気楽に参加し来館できる市民参
画型のプロジェクトを通した普及活動、また、
他の美術博物館との共同企画による連携事業
などを、若さと行動力を失わずに大胆に進め
ていかれることを期待しています。

愛知芸術文化センター総長・横須賀美術館館長
島田　章三

　過日、私が館長をしている横須賀美術館で
日本博物館協会の主催で美術部門研究会が開
かれた。テーマは＜コレクションと学芸員＞
である。全国の博物館や美術館から50人程の
学芸員が集った。会場提供ということで私が
開会挨拶をした。その内容は「博物館や美術館
のコレクションは、過去から現在、そして未来
につなげてゆくものであり、極端ないい方を
すれば、現在のコレクションをしっかりと保
存をして、次の時代へバトンタッチをするだ
けで良いのではないだろうか。しかし、この、
しっかり保存が大切なことで、コレクション
は毎日、少しづつでも劣化しているのである。
だから劣化を防ぎ修復することも必要になっ
てくる。そして、火事や地震に対しても考え
なくてはならない。最近の例では韓国の南大
門、そして、さかのぼって、法隆寺金堂壁画の
焼失といった、一寸した不注意から、かけが
えのない宝を失うことになるのである。日本
の博物館、美術館には、莫大な収蔵品がある。
次の時代には重要文化財や国宝に化けること
もあり得ることだ。学芸員諸氏は広く深く、
美術品の研究をしていただきたい」で結んだ。

　今、人気のある美術館で学芸員を募集すると
大変な数の応募者があるという。要するに自
分で企画展を実現させて、恰好いい仕事だと
思われている。しかし、前に述べたように美術
の範囲は、間口が広く、奥は限りなく深い。世
界の文科系の中で絵画、彫刻、工芸、版画、写真、
映像パフォーマンス、ダンスとそのジャンル
は年と共にもっと多様化することであろう。
　いま、原稿をかいている私の部屋にピカソ
の版画が掛けてある。＜画家とモデル＞シ
リーズの一枚である。しかし、この一枚の版画
から色々なことが読みとれる。用紙はフラン
スのものか、イタリア製か、工房はパリかバロ
リスか、50枚刷っているが作者用と贈呈用に
何枚刷っているのだろうか、など、一枚の版画
でもこれだけの疑問と研究課題があるものだ。
　横須賀での研究会のテーマ＜コレクション
と学芸員＞は歴史と人とが共存しながらの戦
いに思えてならない。
　最後になってしまったが、名古屋市美術館
は今年、開館20周年を迎える。名古屋に住ん
でいる私は開館当初から、外部委員などでい
ろいろとかかわってきている。設計者の黒川
紀章さんとも亡くなる数年前から、必ず年二
回、春と秋にお会いしていた。そのたびに「島
田さん、名古屋市美術館は私の代表作ですよ」
といいふくめられてきた。最近、名古屋市美術
館は、どんな企画展をやってもうまく会場が
成りたっているので不思議だと思っている。
やはり黒川さん御自慢の館（やかた）なのだ。

学芸員の仕事

メナード美術館館長・名古屋芸術大学教授
相羽　規充

　私が名古屋市美術館の建設計画を聞いたの
は、確か1984年ころ、パリで荻須高徳先生か
らであった。それまで名古屋には美術館がな
く、せっかく東京で企画した展覧会も名古屋
ではわずか２−３週間しか開催できないか、
名古屋を素通りするしかなかった。
　やっと名古屋にも本格的な美術館ができる
という喜びでかなり興奮した記憶がある。
　名古屋市美の開館時期が正式に決まったと
のニュースを受けて、そのときはまだ東京新
聞文化事業部で展覧会の企画・運営をしてい
たが、開館記念展をぜひ地元紙である中日新
聞で開催したいという思いから、早速、企画
を練った。
　いくつものアイディアの中から、最終的に
は日本と西洋を代表する画家の回顧展で、し
かも少なくとも入場者20万人以上を期待でき
る画家ということで、東山魁夷とルノアール
を取り上げることにした。その結果、ルノアー
ル展34万人、東山魁夷展24万人という入場者
を記録、開館記念展として大成功に終わった。
　企画を美術館に提案し、担当学芸員が決ま
り、本格的な展覧会の作業が始まったが、私
にとって何よりも幸いだったのは、ルノアー
ル展のF氏、東山魁夷展のY氏という二人の
優秀な学芸員と巡り合ったことだ。
　マスコミが美術館と共催で展覧会を開催す

る場合、マスコミによってそれぞれ美術館と
の付き合い方が違う。我々は、企画を持ち込
んだ責任と企画を遂行していく過程で発生す
る様々な問題に対処するため、最初から学芸
員と一緒に展覧会を創り上げていくという姿
勢で行動する。それだけに学芸員の能力や人
間性は、展覧会の成否に大いに関わってくる。
　特にF氏とは、開館記念のルノアール展を
はじめ、マチス展（1991年）、モネ展（1994年）、
ピカソ展（1998年）、ルノワール1870−1892展

（2002年）など幾つかの大型国際美術展の開催
のため、二人で手分けして世界を駆けめぐり、
それなりに見応えのある展覧会を創り上げ、
名古屋市美術館の存在を全国にアピールでき
たのではないかと確信している。
　開館展のルノアール展では、初めて美術館
の外まで入場者の行列ができ、スタッフ総出で
整理にあたったり、91年のマチス展では、エル
ミタージュ美術館からマチスの名作25点を借
りる予定が、ゴルバチョフ政権のクーデター
で開催直前まで作品が到着せず、綱渡りだっ
たり、20年間の間には色々ドラマがあった。
　また、私が1985年に東京国立近代美術館で
モディリアーニ展を開催した際、ニューヨー
クのパールス・ギャラリーから借り出した１
点（おさげ髪の少女）が、その後に名古屋市美
の目玉作品となっているのも私にとってはう
れしいことだ。
　今、美術館は冬の時代。芸術の世界も東京
一極集中が叫ばれる中、地方の美術館の役割
は大きい。名古屋市美もこれからはいかに市
民の目線で美術館を運営し、地域の芸術文化
の発展に貢献できるかが問われるだろう。更
なる発展を期待したい。

名古屋市美術館の思い出

名古屋市美術館の教育・
普及活動について

江口　紀子
　娘のお絵かき教室で北斎の『「赤富士」を描
こう』という時間があり、子どもなりに真剣
に取り組み、満足げに見せてくれました。そ
れがきっかけとなって北斎の絵に関心を持
ち、娘と北斎展にやってきました。
　入場しようとしたところ、北斎展の入場者
10万人目ということ。本当にびっくりしまし
た。記念品として北斎展の図録と《冨嶽
三十六景　凱風快晴》の木版画をいただき、
感激しました。
　昨年夏に催されましたダリ展に娘を連れて
きましたときには、描いたものよりも奇抜な
造形物に興味があったようで、今は徐々に細
かいものにも目が行き、色々なことを指摘し
てくれるようになり、嬉しく思います。今回
の北斎展では、私のような素人でも知ってい
る有名な作品、子どもと一緒に楽しめる面白
い作品、そして今回初めて里帰りしたヨー
ロッパで所蔵されている貴重な作品の数々を
充分に堪能させていただきました。その上、
常設展まで楽しませていただき、本当にひと
つで二度おいしい思いをいたしました。
　名古屋市美術館には開館して以来、好みの
展覧会を選んでは見に来ておりますが、白川
公園の中にあり、都会の喧噪をしばし忘れさ
せてくれる憩いの場として利用させていただ
いております。最近は公園もさらに整備され、

木々も充分に剪定されて明るい感じに変わっ
てきています。人々が集い、子どもが遊ぶ場
として最適な環境だと思います。数年前には
幼い子どもを遊ばせるためだけに来ていたこ
の公園ですが、いつかは娘と一緒に、今度は
名古屋市美術館ですばらしい美術品に囲まれ
て、ゆったりとした時間を持てたらと思って
おりました。それが今、少しずつ実現されつ
つあるようで、今後も楽しみに感じておりま
す。（北斎展10万人目入場者）

私と名古屋市美術館

愛知県美術館館長　牧野　研一郎
　名古屋市美術館が難産の末に誕生してはや
20年。その出生の瞬間を比較的間近に見てい
た者としては大きな病気もせずに順調に生育
し今日の成人式を迎えられたことに祝杯をあ
げたい気持ちでいっぱいです。思えば当時の
名古屋は文化不毛の地として周辺から謂われ
なき中傷をうけ、いや周辺ばかりでなく当の
名古屋人ですら「名古屋とばし」という不思議
な語感の言葉をさかんに口にしていたほど
に、文化的環境に関しては自嘲的態度に終始
していました。私はその頃、三重の美術館か
ら愛知県に移籍し、新文化会館（芸術文化セ
ンター）の設立準備に携わっていたのですが、
この「名古屋とばし」という言葉を各方面の
人々から聞かされ驚いたものでした。日本中
のどの地域でもこうした自嘲的な言葉は無い
のではないでしょうか。逆に言えばそれだけ
文化への欲求が他のどの地域よりも強かった
ということでしょう。名古屋市美術館が開館
すると、何十万という人々がルノアール展や
東山魁夷展に押し寄せたことでそれは証明さ

れましょう。名古屋市美術館が先陣を切った
後、愛知県美術館や豊田市美術館、岡崎市美
術博物館などの公立美術館が続々と開館し、
また日本有数のコレクションを誇るメナード
美術館をはじめとする私立の美術館が次々と
設立され、名古屋ボストン美術館も開館する
など、今日この地域は文化不毛の地どころか
美術館戦国時代の様相すら呈しています。こ
の春にはまた新たに碧南市藤井達吉現代美術
館がオープンしました。20年間にこれほどの
変貌を遂げた地域はどこにも無いのではない
でしょうか。愛知県美術館と名古屋市美術館
とは夏の野球、冬のスキー合宿などで学芸員
同士濃密な交流を重ねてきました。遊びばか
りでなく、1994年には自治体の壁を越えて、
両館の共同企画で「環流―日韓現代美術展」と
いう展覧会を同時開催しました。市美の学芸
員諸氏はよく言えばそれぞれ個性的、はっき
り言えば灰汁が強い面々で、その点県美とは
好対照なのですが、私が名古屋市美術館のこ
の20年間に開催された多くの企画展のなかで
今も強く印象に残っているのは、「日本の
シュールリアリズム展」や「安井仲治展」など
その灰汁の強さがはっきりと示されたもので
す。これからも、名古屋市美術館らしい、灰
汁の強い上質の展覧会の歴史を積重ねて行か
れることを期待しています。

10年は一昔、20年は大昔

「東山魁夷」展　会場風景



水谷　栄太郎
　美術館学芸課長へという異動の内示を受け
て、不安を覚えた。前任者が斯界で実績のあ
る大物であるのに引き比べ、私は考古学専攻
で、美術館については実務経験は勿論、知識
も人脈もなかったからである。また、この人
事は，美術館界に何らかの波紋を投げかける
とも感じた。しかし、美術館という未知の世
界に対する関心もあり、「博物館と美術館と
は違う」という漠然とした思いへの答が得ら
れるかもしれないという期待もあった。
　着任する側に不安があるのだから、受入れ
側、殊に学芸課の不安は想像に難くなかった。
しかし、素人の学芸課長を迎えるということ

で、学芸員のモラールアップにつながったの
かもしれない。私は、美術や美術館について
は全くの不案内であるからその専門的な事柄
については学芸員にほぼ委ねるようにし、説
明を受けることにした。ただし、美術館の活
動については博物館と共通することも多いの
で、積極的に意見を述べ指示を出すこととし
た。また、学芸課と総務課・教育委員会との
橋渡し役を目指した。予想したとおり博物館
との違いもあったが、学芸員は力量を発揮し
サポートしてくれ、在任中の２年間で多くの
貴重な知見を得ることができ、その一部を現
在の職場で生かすこともできたと思う。展覧
会の準備をして後任に引き継ぐことができな
かったことなど至らぬ点も多く忸怩たる思い
もあるが、美術館に在籍できたことに感謝し
ている。今後は、博物館と美術館の協力・連
携に努めてゆきたい。（2001年４月１日～2003
年３月31日　名古屋市美術館学芸課長）

山脇　一夫
　1988年３月30日名古屋市美術館の開館を告
げる広告を新聞各紙に掲載した。
　その時の見出しが「アート・イズ・フォー・ザ・
スピリット（芸術は精神のために）」であった。
これはアメリカの現代美術家ジョナサン・ボ
ロフスキーの言葉である。「美術を精神の糧と
して生きるために、市民の皆様が美術ととも
に生きる喜びを味わっていただくために、名
古屋市美術館は日本や世界の優れた美術を紹
介していきたいと思います。美術館は現代と

いう巨大な海に浮かぶ精神の船SPIRITUAL 
SHIPです」というメッセージを発信した。
　そしていっしょに掲載したのがボロフス
キー作「ハンマリングマン」であった。美術館
の天井の高いロビーに立って、ハンマーを打
ち下ろしている労働者の像で、これは開館前
に設置したものである。美術館正面のカル
ダーのスタンディング・モビールもこの頃東
海銀行に寄贈していただいた。
　ナムジュン・パイクの「ロボット家族」もコ
レクションしたが、たまたま日本に来ていた
パイクさんが開館記念式典に来て下さったこ
とが嬉しい思い出として残っている。
　開館式と言えば、山本圭吾さんなど地元の
アーチストの協力を得て美術館と栄の町を
アートで結ぶ「アート交差点」を実施したこと
が印象深い。こうして名古屋市美術館は出発
した。（1988年10月１日～2001年３月31日　
名古屋市美術館学芸課長）

【編集後記】
　今回は20周年を記念した特集号ということで、いつもとは違った趣の
アートペーパーとなりました。名古屋市美術館を外から暖かく見守って頂
いた皆様の原稿、そして名古屋市美術館を運営してきたメンバーの原稿を
見ていますと、沢山の人が名古屋市美術館を巡って様々な思いを抱き、活
動し、そのことが、人と美術とが関わる豊かな空間を作り出して来たのだ
と思いました。また、多くの人に支えられて20年間を歩んで来たのだとい
うことも、改めて感じます。人間で言えば成人式を迎えたところですが、
まだまだこれからが、人生の本番、といったところでしょうか。様々な困
難もあることでしょうが、今後も成長を続け、成熟し、皆様から本当に信
頼され、愛される美術館となるよう、努力していきたいと思っております。
ひきつづきまして、ご指導、ご鞭撻のほど、よろしくお願い申し上げます。

古紙パルプを含む再生紙を使用しています。

ボランティア活動開始10周年‼
多彩な記念イベントを企画しています。
　今年は、名古屋市美術館開館20周年という
だけでなく、名古屋市美術館ボランティア活
動開始10周年の記念すべき年でもあります。
　現在、１期から５期まで、93名のボラン
ティアの皆さんが美術館の活動に参加してい
ます。通常の活動としては、毎日２回（午前
11時～／午後２時～）の常設展のギャラリー
トーク（全国的にも珍しい）、特別展のギャラ
リートーク、学校などの団体向けガイドトー
ク（たくさんのこどもたちが楽しく美術鑑賞
しています）、「キッズの日」＋「おとなの日」
の教育プログラム、（市内の小中学校への）出
前アート体験（アートゲームに挑戦！）などの
活動をはじめとして、昨年からは総合受付や
図書室での案内活動（毎月５日間）も開始しま
した。毎月１回の定例会でのボランティア同
士の話し合いや情報交換、美術研修（レク
チャー）によって、日々研鑽を積みながら、
和気藹々と活動しています。
　さらに、今年は活動開始10周年ということ
で、多彩な記念イベントを開催しようと、プ
ロジェクト・チームを立ち上げて、企画立案

しています。
　すでに開館記念コンサート（４月25日）の
際に、ボランティアの編集・発行による「かわら
版」ニュース『ボランティアによる美術館の楽
しみ方案内　名古屋市美術館へようこそ！』

（創刊準備号）を発行しました。この「かわら版」
に面白く楽しい名前を付けて、これから隔月く
らいで刊行していきたいと意気込んでいます。
　次に、記念イベント第１弾としては、８月８
日すなわち「まるはちの日」には、「１日まるご
とギャラリートーク」として、来館した皆さん
に、常設展のギャラリートークを是非体験して
いただきたいと思っています。この日は金曜日
で夜間開館（午後８時まで）していますので、
珍しく夜のギャラリートークを実施します。
暑い夏の夜、お仕事帰りに、静かで落ち着いた
美術館で、ボランティアの楽しいギャラリー
トークに癒されに来てみてはどうでしょう。
　さらに、10月の名古屋まつりの時期（11日
～13日）には、美術館と地域を結ぶ「アート・
マップ」やモディリアーニ《おさげ髪の少女》
をテーマにしたイベントなどを企画中ですの
で、楽しみにしていてください。
　これからもボランティアの皆さんには、名
古屋市美術館の活動に積極的に参加して、多
くの皆さんに美術館が親しまれ、愛されるよ
うに頑張ってほしいと思っています。

開館記念展「20世紀絵画の展開」　会場風景
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アート・イズ・
フォー・ザ・スピリット
（芸術は精神のために）

美術館生活を振り返って

神谷　浩
　美術作品、美術館のキーワードは、《ドキド
キ》だとわたしは考えています。作品を見て、
心が高ぶったりしませんか。音楽や文学作品
に感動するのと同じです。美術館は、お勉強
の場ではありません。心をときめかす場です。
　造形表現そのものの面白さに見入ることも
あるでしょうし、作家の表現したい内容に共
感することもあるでしょう。時に言葉による
補足説明が必要な場合もありますし、他の手
段と組み合わさった造形もあります。どんな
造形であっても、ドキドキする瞬間がありま
す。それは何物にも代え難い至福のひととき
なのです。私自身、かつて来館者として名古
屋市美術館を外からながめていた時には、地
下のロビーで、黒い巨人がハンマーを振り下
ろす姿に「こりゃ面白い。」と思ったのが、名
古屋市美術館体験の始まりでした。
　美術館は、言ってみればこの《ドキドキ》を、
広く市民の皆様に体験していただくべく、多
岐にわたる活動をしてきました。市民の皆様
と作品をつなぐ最も一般的な場である展覧会
では、開館以来20年の間に100本の展覧会を

開催してきました。４月からのアメデオ・モ
ディリアーニ展は、101本目。一つの区切り
として、また前に進んでいきます。美術館の
基礎体力を示すバロメータであるコレクショ
ンは、徐々に充実し、それを紹介する常設展
も、作品を入れ替えながら展開してきました。
早い時期から取り組んできた教育活動はドキ
ドキを手助けする重要な活動です。
　美術館活動は、時代と共に変化する部分も
必要でしょうが、生きていることの喜びを感
じ、悲しみにうちひしがれた心を慰め、生き
る勇気を与えてくれる、美術館はそうした《ド
キドキ》を提供する場であるということを忘
れずに次の20年にバトンをつないでいきたい
と思っています。（2003年４月１日～2008年
３月31日　名古屋市美術館学芸課長）

美術館はドキドキ

地下ロビーからボロフスキーの作品をのぞむ

常設展　会場風景

《開館20周年記念フライデーナイトシアター》
開催のおしらせ
　名古屋市美術館の開館20周年を記念してフ
ライデーナイトシアターをお送りします。９
月には、名古屋市美術館で作品を所蔵してい
る作家たちを特集します。名古屋市美術館の
常設展で時々見かける作品を創った作家たち
の素顔を再認識したり、作品をまた違った角
度から楽しむことができます。また、２月終
わりから３月にかけては、ドキュメンタリー
の特集として、この20年間に活躍したアーチ
ストたちに関するビデオを上映します。様々
なジャンルで活躍するアーチストたちの様子
を知ることができると同時に、ドキュメンタ
リー・ビデオの作品としての魅力もたっぷり
と味わうことができます。どうぞ、金曜日の
夜を美術館で楽しくお過ごしください。

１．名古屋市美術館の所蔵作家たち
９月５日「森村泰昌　女優家の仕事」（48分）、

「森村泰昌　1985ー1996」（21分）
９月12日「イサム・ノグチ　地球を彫刻した

男」（52分）
９月19日「シャガール　愛の旅　魂への帰還」

（55分）
９月26日「ナムジュン・パイク　風呂敷天下
①　GOOD MORNING MR. ORWELL」（38
分）、「ナ ム ジ ュ ン・ パ イ ク　ALL STAR 
VIDEO」（32分）
２．ドキュメンタリー特集
　―この20年間で活躍したアーチストたち―
２月27日　現代ヨーロッパを代表する二人のアーチスト

「レベッカ・ホルン」（45分）、「ボルタンスキー
を探して」（45分）
３月６日　写真の魅力

「血の絆：サリー・マン」（32分）、「アンリ・
カルティエ＝ブレッソン―疑問符」（37分）
３月13日　ちょっと変わったアーチスト

「ジャン・ピエール・レイノーの家」（31分）、
「マネー・マン」（56分）
３月27日　ダンス＆ミュージック

「ラララ・ヒューマンステップスinベラスケス
の小さな美術館」（50分）、「ONE ENO」（22分）
いずれも午後６時～
２階講堂（定員180名、入場無料）


